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A－n2  あ ん･乙部^  う研 発（茅S 報）乾燥 あん悍存？ いr. あい 一良化（ そ・2 ）

ノ- トルア ムう|げ ず人度^ロ　○塩 田芳i.　 竃田義昭　 面 味^ 吉

目的　 そ,m ししあ/バヽ草味1  知f  H詐 の酸ii 丿 れ 叫 哺 仁t  i 既･リ い

しT'. が 今臥　 この黒 臭物質の肢 乖引 鋤 酸組 べの経峙的 良化 を調 べ， わね七て輝 発

釈令の^しc介劈 にい 今販乾燥 こしあんの晶對 僕^  1  ̂^ r--。

おX、　アヌj’ χ (A) バ ソ トキ(  K )    知ぷびツィ ソタ-  ピ ー又(W ） 乾煉 わん を5"C,

μ゛t r- 保今 にso.    ﾀら　／μ あ’よ-iX／?o日後 に，の な 臭気HSV   (試料/句> こ熱傷μ㎡

り は 呻騰今 春甲で呵 づ同i 加温），②回化合物 （A,K  iN 嫡 琉リ リに に洵 温レ｡z ぷ‘

/PH 浹に通しX  hydraiofie  t して々 離）｡の 躇肪酸組 ぺを それ ぞれ(^LC 貪祈 （の卯Ca 臨

肖x  2ｸり. (3）it M 糾 八,     μ 勁 販乾球 しレあん の冷 臭,気HS 雌 剛 れ 乳 巴々 糾 だ，

結 果　新糾nμ ん ’ヽ全jし気HSV  刺八 んどピつ を-t- ごい がヽ蒔印 卜 浅加 し.  如

'C,    ／?0   0 後 いfｵ ヽも/∂骸個のど-  ク が滉 い
dμn-),   Cs ぐiso-）□r-- I? C仙:∂Ci涛）i,-S びCi アル デとド 類゙を同走 しr-. 心'c, ／μa

攻 めA ほわ っぽいr-  ゐー を感 じ･うが i だ あんとしての 葦看 を将っい ヽ3 に-  反し,   K,

W  は1: %に 為,じ`にCD 化合物い い い にCi が， 如 僕A て･’ (J Cz.   K で■ It C}の各アル

デヒド` が助し  ̂に増加しに　 これ 引 旨縦酸組成の左 にぷうもの 乙冷 え５れう， 脂 肪蹟組

戌り り^ 如 い まK が歌 もA でく,    次 ぐヽ ’Wノ の順 で■ あいこ。 剽阪乾璋 ごしあんの金 臭

気HSV に,だり）アル テ七 ド のと-  ク が大？く,  脂学の蹟化が進ルでヽいう^  馴 つれ  i

めが あ').　品業列芝 のcheck  point　’べり と彦 え５れ3 ．

A－n3 千t 柱抽出麦中の呈練物質･こ関す３
武庫川々･欠参政　　 ° 高木幸子

研究L  第2  報 ）－ リホ対 し才外｀･こっ･べ一

新網俊 多

@ 的　 暖柱 の旨味,こ･f;奏礁 酸以外 にアざ／酸， リボ`ヌ7   レ オ手f｀r 関与L  t  ヽ ）3 ．

-;S 考*  ， さき こIt 法道進 海,蚤ホタテ 艮の干貝柱紳 必装 中 の直販 アミノ超/こっ■ > r  報告

したがし　今回は ソオ^" % クレ オチF  IごっIJ て調理における抽 出液 への外動 と矩殺･ニフI ;

て裳験 を行な・ 乱

ず漓　 子 殴絃( 緻維･こそ-7   て畑くな>>   八も の)   き熱札揃 七　 藻水(    釦で）坤眺　 私

( ^0～び ’り 畑 札　PDA  坤ま した參試粁I- っt   島ﾉ£ 才鵬 曳‰ 永動果t 尽りび≒こ自

記貳分尤 尤度貧 右用  ヽt リホッ ク　レオナド の分象乞量 を行 毎っre,   各社1 /f ン父権ク

ロマト ダ1 フ４　一 七用い でｵむすした。

締果　 千 荻拝徊台昶 字<n ') が 又7  レ す斤ド のうち がーアギ' =■ 心酸 ダ蘇も夕‘’がし　そ

の他1-- i: 度 ゜I クレ才チド5  篠 めだ。 参h,　柳ぬの量程(こあサ3 リ ボ`ヌクレオヂh'   り

騨 鏡 の叟化;こフヽ･てル知 見をi%た のざ報奇f  5 。


